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【テーマ】FSC森林認証制度と包装資材
社会のあらゆる側面で、環境や社会への配慮と持続可能性がますます問われるようになっています。このセミナーでは、
最も信頼性が高いと言われる国際的森林認証、FSC認証制度について説明し、そのルールや活用方法をご紹介いたします。
具体的には、以下の内容をお話いたします。
・世界の森林問題
・FSC認証制度の成り立ち
・FSC認証の仕組み
・FSC CoC認証の要求事項
・広がるFSC認証（認知度、事例紹介）
・FSC認証の包装資材をユーザー側が宣伝するには（プロモーションライセンス）
・なぜFSC認証か？

◆お申込は当会ホームページより、先着順とさせて頂きます。
◆お申込みが定員に達した場合、一社における参加人数に制限を持たせて頂く場合があります。
◆お申し込みは、JPIWEBフォーラム開催3日前までにお願いします。

１）個人情報は『公益社団法人日本包装技術協会 JPIWEBフォーラム』の事業実施に関わる資料等の作成、ならびに当会が主催・実施する各事業におけるサービス提供や事業のご案内等
のために利用させて頂きます。

２）参加申込によりご提供頂いた個人情報は、法令に基づく場合等を除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。

◆お問い合せ及び各種催しの申し込み先◆
〒104-0045 東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F
公益社団法人日本包装技術協会 担当：佐藤 TEL.03-3543-1189 FAX.03-3543-8970

●JPI催しのご案内はインターネットでも公開中です。 URL https : //www.jpi.or.jp/

参加申し込み方法と注意事項
・本催しはwebを使用したオンライン講演会（ウェビナー）です。
お申し込みは、当会ホームページのJPIWEBフォーラム参加申込ページよりお願い致します。申込者にはウェビナー開催の２日前
頃に招待メールをお送りします。メールアドレスの入力を間違えてしまうと登録できずメールを送付できませんのでご注意くだ
さい。
・招待メールにて参加用URL、参加方法、参加までの手順、注意事項をお知らせしますので、ご確認の上参加の準備を進めて下
さい。
※ご利用のメールアドレスの環境・設定によっては迷惑メールに振り分けられる場合がございますので、ご注意下さい。

・申込者1名のみ本催しに参加できます。1つのメールアドレスで1名しか参加できません。
・その他注意事項などにつきましては当会ホームページ上よりご確認の上、参加登録をお願い致します。

当会ホームページ URL：https : //www.jpi.or.jp/

【講 師】特定非営利活動法人 日本森林管理協議会 指針・規格マネージャー 三 柴 ちさと 氏

本催しにご興味ありそうな方にご回覧頂ければ幸いです
２０２３年１２月

2023JPI催しのご案内 12公益社団法人日本包装技術協会

―2023年度の本催しについて―
2023年度につきましても引き続きウェビナー（WEBセミナー）で

皆様に情報発信をさせて頂きます。

●開催要領
①令和5年12月12日（火）14：00～15：30／②令和5年12月13日（水）13：00～17：00
③令和5年12月15日（金）10：00～12：00
JPI法人・個人会員 : 無料／一般 : 11,000円（1部会、税込） 300名

JPI本部主催①令和5年12月12日（火） 14：00～15：30

申 込 要 領

個人情報の取扱いについて

JAPAN PACKAGING INSTITUTE

♦裏面にもウェビナーのご案内がございます♦



【テーマ】前半：食品用器具・容器包装のポジティブリスト制度について
後半：食品衛生法のポジティブリスト制度と食品接触材料安全センターの活動について

前半：平成30年の食品衛生法の一部改正で導入された、食品用の器具・容器包装のポジティブリスト制度については、
これまで検討してきた内容について、令和４年11月4日に開催した「器具・容器包装部会での器具又は容器包装を製造す
る営業に関する基準について」の議論、令和５年４月13日に開催した同部会での「食品用器具及び容器包装におけるポ
ジティブリストの改正について」の議論を踏まえた現状について説明する。
後半：食品用器具及び容器包装において、2018年6月の改正食品衛生法で、ポジティブリスト管理への移行が示され、
2020年6月に合成樹脂製の器具及び容器包装について施行されました。現在は2025年5月末までの経過措置期間ですが、
完全施行に向けて、ポジティブリストの再整理、具体的な運用方法の整備等が進んでいます。
食品接触材料安全センターは、これらの制度運用上の課題の解決に向けて、食品接触材料に関連する事業者である会員
の皆様の声を集めて積極的に行政当局へ協力していくと同時に、会員の皆様への情報提供や個別相談等の支援を行ってき
ました。
また、ポジティブリスト制度を運用するために必須の情報伝達の仕組みとして旧衛生協議会が担ってきた自主基準によ
る確認証明書の制度を承継するとともに、国のポジティブリストに対する適合確認にも対応していきます。
これらの食品接触材料安全センターの活動についてご紹介します。

【テーマ】メカニカルリサイクルとケミカルリサイクルの海外最新動向
海外の環境対応パッケージの開発は近年ますます活発になっているが、どの国も使用済みパッケージの回収、分別、再生
インフラの整備に苦慮している。特にプラスチックパッケージについては、メカニカルリサイクルとケミカルリサイクル
の進捗が求められる。本セミナーでは、静脈物流をより強靭化する欧米の取り組みを報告する。11月には国連環境計画
が主導するプラ廃棄物削減の条約批准に向けた第3回政府間交渉委員会が開催される。全会一致で前進することができる
か、その成果も併せて報告する。

【講 師】㈱パッケージング・ストラテジー・ジャパン 取締役社長 森 泰 正 氏

【講 師】前半：厚生労働省 医薬・生活衛生局 食品基準審査課 課長補佐 今 西 保 氏

参加申し込み方法と注意事項
・本催しはwebを使用したオンライン講演会（ウェビナー）です。
お申し込みは、当会ホームページのJPIWEBフォーラム参加申込ページよりお願い致します。申込者にはウェビナー開催の２日前
頃に招待メールをお送りします。メールアドレスの入力を間違えてしまうと登録できずメールを送付できませんのでご注意くだ
さい。
・招待メールにて参加用URL、参加方法、参加までの手順、注意事項をお知らせしますので、ご確認の上参加の準備を進めて下
さい。
※ご利用のメールアドレスの環境・設定によっては迷惑メールに振り分けられる場合がございますので、ご注意下さい。

・申込者1名のみ本催しに参加できます。1つのメールアドレスで1名しか参加できません。
・その他注意事項などにつきましては当会ホームページ上よりご確認の上、参加登録をお願い致します。

当会ホームページ URL：https : //www.jpi.or.jp/

後半：一般財団法人化学研究評価機構 食品接触材料安全センター 企画調整室長 梶 原 健 世 氏

②令和5年12月13日（水） 13：00～17：00 JPI本部主催

JPI関西支部主催③令和5年12月15日（金） 10：00～12：00


